
令和8年8月 水産おおいた 第192号

　

　
大
分
県
水
産
多
面
的
機

能
発
揮
地
域
協
議
会
（

会

長
：
高
田
淳
史
県
水
産
振

興
課
長
）

は
、

7
月
3
日

に
通
常
総
会
を
開
催
し

た
。

市
町
村
な
ど
会
員

1
2
名
中
1
2
名
が
出

席
。

高
田
会
長
が
議
長
と

な
り
、

R
7
事
業
報
告
、

R
7
収
支
決
算
、

業
務
方

法
書
の
改
正
案
を
審
議
。

そ
の
後
、

事
務
局
か
ら
、

こ
れ
ま
で

3
月
及
び
７

月
に
そ
れ
ぞ

れ
書
面
、

対

面
で
開
催
さ

れ
て
い
た
総

会
を
と
も
に

書
面
開
催
、

決
議
に
し
た

く
考
え
て
お

り
、

後
日
ア

ン
ケ
ー

ト
を

実
施
す
る
と

の
提
案
が
あ

っ

た
。

　
令
和
8
年
度

　
　
女
性
部
通
常
総
会

　6月30日の総会終了後、理事会が開催され
た。審議の結果等は以下のとおり。

【議案】
・第１号議案　業務報告書の行政庁への提
出について
　　→ R7業務報告書の提出が承認された
・第２号議案　2026年ディスクロージャー
誌の発行について
　　→「2026年業務のご報告」発行が承認
された
・第３号議案　組合員の異動について
　　→計6名の組合員の異動（准組合員への
新規加入他）について承認された
・第４号議案　役員報酬の決定について
　　→承認された
・第５号議案　総会の部会の開催について
(臼杵支店)
  　→7月24日に開催されることが承認され
た
・第６号議案　理事との融資契約について
　　→1件について承認された
・第７号議案　海洋環境等の激変を乗り越
え我が国漁業を再生するための特別議決
（案）について
　　→6/18に全漁連が決議した案について
承認
 
【協議・報告事項】
①余裕金運用状況報告について
②マネロン等の防止にかかる取組状況(2026
年3月末)の結果報告等について

水
産
多
面
的
機
能
発

揮
対
策
地
域
協
議
会

　
 

通
常
総
会

　
６
月
３
０
日
、

大
分
市
の
コ
ン
パ
ル

ホ
ー

ル
に
お
い
て
、

令
和
８
年
度
の
通

常
総
会
を
開
催
し
た
。

正
組
合
数
２
１

５
０
名
の
う
ち
、

６
８
名
の
正
組
合
員

が
出
席
、

書
面
議
決
に
よ
る
出
席
が
１

６
９
８
名
で
総
会
が
成
立
し
た
。

　
初
め
に
中
根
組
合
長
が
あ
い
さ
つ

し
、

昨
年
度
の
厳
し
い
決
算
状
況
を
説

明
、

そ
れ
を
受
け
8
年
度
の
推
進
方
針

を
示
し
、

組
合
員
へ
の
協
力
を
お
願
い

し
た
。

次
い
で
、

来
賓
の
尾
野
賢
治
副

知
事
、

農
林
中
央
金
庫
福
岡
支
店
山
本

康
介
Ｊ
Ｆ
マ
リ
ン
バ
ン
ク
九
州
担
当
部

長
が
祝
辞
を
述
べ
、

茅
野
真
二
氏
を
議

長
に
選
出
し
議
事
に
入
っ

た
。

　
第
2
4
事
業
年
度

(

令
和
7
年
度

}

事
業
報
告
及
び
損
失
処
理
案
の
承
認
に

つ
い
て

　
第
１
号
議
案
「

第
2
5
事
業
年
度

(

令
和
8
年
度

}

事
業
計
画
の
設
定
に

つ
い
て
」

か
ら
第
1
9
号
議
案
「

区
画
漁
業
権
の
得
喪
及
び
変
更
並
び
に

行
使
規
則
の
制
定

(

認
可
申
請

)

に
つ

い
て
」

ま
で
、

い
ず
れ
も
賛
成
多
数
で

承
認
さ
れ
た
。

　
ま
た
、

報
告
事
項
と
し
て
、

(

1

)

第
2
4
事
業
年
度

(

令
和
7
年
度

)

貸

借
対
照
表
・
損
益
計
算
書
及
び
注
記
表

に
つ
い
て
、

及
び

(

2

)

行
政
庁
検
査

に
係
る
総
会
報
告
に
つ
い
て
、

説
明
し

た
。

【

質
疑
】

津
久
見
支
店
組
合
員
よ
り

①
原
料
と
な
る
魚
は
確
保
で
き
る
か

　
䢪

　
９
７
万
尾
を
予
定
。

魚
の
価
格

が
高
騰
す
る
な
ど
先
行
き
が
見
通
せ
な

い
が
達
成
に
向
け
て
努
力
す
る
。

②
米
水
津
、

蒲
江
の
２
つ
の
加
工
場
が

必
要
か

　
䢪

　
盆
や
年
末
な
ど
需
要
が
多
い
時

平
成
８
年
度

通
常
総
会
を
開
催

ＪＦ大分

発行元
大分県漁協

2026年
8月

192号

期
は
米
水
津
、

蒲
江
で
対
応
し
て
い
る
。

ま
た
フ
ィ

レ
だ
け

で
な
く
ス
キ
ン
レ
ス
ロ
イ
ン
な
ど
出
荷
先
の
要
望
も
変
化
。

そ
れ
に
対
応
す
る
た
め
に
２
か
所
の
加
工
場
が
必
要
。

【

中
根
組
合
長
挨
拶
要
旨
】

組
合
員
の
皆
様
方
へ

　
昨
年
度
は
、

全
国
農
林
水
産
祭
に
お
い
て
、

本
県
代
表
の

浪
井
丸
天
水
産
が
天
皇
杯
を
受
賞
し
た
。

小
型
の
養
殖
ブ
リ

の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
向
け
た
努
力
に
深
く
敬
意
を
表
す
る
。

　
一
方
、

十
一
月
に
は
佐
賀
関
で
大
規
模
な
火
災
が
発
生
。

被
災
さ
れ
た
方
々
に
お
見
舞
い
申
し
上
げ
る
。

こ
の
火
災
で

漁
具
の
製
造
業
者
も
焼
失
、

針
や
重
り
の
確
保
が
危
ぶ
ま
れ

た
が
、

県
や
市
の
支
援
を
受
け
、

作
業
場
の
改
修
に
着
手
し

た
。

　
昨
年
度
の
漁
協
の
販
売
取
扱
は
ま
き
網
等
が
好
調
で
、

漁

船
漁
業
全
体
で
は
昨
年
よ
り
も
取
扱
量
、

金
額
と
も
に
増
加

し
た
が
、

養
殖
業
で
は
夏
場
の
養
殖
ブ
リ
の
生
残
率
が
下

が
っ

た
こ
と
な
ど
か
ら
取
扱
量
が
前
年
の
７
割
に
と
ど
ま
っ

た
が
、

単
価
が
高
く
取
扱
金
額
は
昨
年
並
み
と
な
っ

た
。

　
一
方
、

養
殖
ブ
リ
の
浜
値
高
騰
や
好
調
な
韓
国
輸
出
の
影

響
で
加
工
セ
ン
タ
ー

の
受
入
尾
数
が
計
画
よ
り
も
大
幅
に
減

少
。

ま
た
固
定
資
産
の
減
損
処
理
を
行
っ

た
こ
と
な
ど
も
あ

り
令
和
７
年
度
の
事
業
利
益
は
マ
イ
ナ
ス
2
億
2
9
0
0
万

円
と
、

令
和
５
年
度
以
来
１
年
ぶ
り
の
赤
字
と
な
っ

た
。

　
本
年
度
は
加
工
事
業
の
一
層
の
推
進
や
輸
出
な
ど
販
売
の

多
チ
ャ

ネ
ル
化
を
進
め
、

マ
ー

ケ
ッ

ト
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
た

販
売
を
強
化
。

ま
た
組
織
の
再
編
、

業
務
の
効
率
化
、

不
良

債
権
の
処
理
な
ど
に
も
し
っ

か
り
と
対
応
す
る
た
め
、

６
月

１
日
に
経
営
改
革
室
を
新
設
。

組
織
の
再
編
、

業
務
の
効
率

化
な
ど
諸
課
題
に
重
点
的
に
取
り
組
む
と
と
も
に
九
州
信
漁

連
へ
の
信
用
事
業
譲
渡
に
つ
い
て
も
協
議
を
加
速
す
る
。

　
今
後
と
も
課
題
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
解
決
し
な
が
ら
、

組
合

員
の
経
営
安
定

と
組
合
活
動
の

発
展
に
向
け
、

役
職
員
一
丸

と
な
り
精
進

す
る
。

　
組
合
員
の

皆
様
の
い
っ

そ
う
の
ご
理

解
、

ご
協
力

を
お
願
い
申

し
上
げ
る
。

　
　
遊
漁
船

　
業
務
主
任
者
講
習
会

http://www.jf-oita.or.jp/

第５回理事会を開催
　
7
月
1
日
、

水
産
会
館
に

お
い
て
令
和
8
年
度
遊
漁
船

業
務
主
任
者
講
習
会
が
開
催

さ
れ
た
。

　
こ
れ
は
「

遊
漁
船
業
の
適

正
化
に
関
す
る
法
律
」

に
よ

り
選
任
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
る
遊
漁
船
の
業
務
主
任
者

が
、

業
務
に
必
要
な
知
識
や

技
能
を
習
得
、

更
新
す
る
た

め
に
一
般
財
団
法
人
　
関
門

海
技
協
会
が
開
催
す
る
も

の
。

　
当
日
は
当
漁
協
組
合
員
等

計
8
名
が
参
加
し
、

同
協
会

の
坂
本
憲
一
氏
を
講
師
に
安

全
管
理
、

関
係
法
令
、

事
故

防
止
な
ど
に
つ
い
て
講
義
が

あ
っ

た
。

　
大
分
県
漁
協
女
性
部
（

岡
崎

都
部
長
）

は
７
月
３
日
に
通
常

総
会
を
開
催
し
た
。
。

　
高
瀬
亮
子
監
事
が
開
催
を
宣

言
し
た
の
ち
、

岡
崎
部
長
、

来

賓
の
中
根
組
合
長
及
び
高
田
淳

史
県
水
産
振
興
課
長
が
挨
拶
、

成
松
恵
美
子
委
員
（

鶴
見
支

部
）

を
議
長
に
選
出
し
、

議
事

に
入
っ

た
。

令
和
７
年
度
の
事

業
報
告
及
び
収
支
決
算
、

８
年

度
の
事
業
計
画
案
及
び
収
支
予

算
案
並
び
に
会
費
の
額
、

徴
収

方
法
及
び
時
期
を
審
議
し
、

い

ず
れ
も
承
認
さ
れ
た
。



漁具供給施設が完成
～7/21　清祓式　佐賀関支店～

　
大
分
県
漁
協
青
年
部
（

山
田
和
幸
部
長
）

の
総
会
及
び
リ
ー

ダ
ー

研
修
会
が
７
月
1
1

日
に
水
産
会
館
で
開
催
さ
れ
た
。

　
山
田
部
長
の
挨
拶
の
の
ち
、

酒
井
拓
真
氏

（

宇
佐
支
部
部
長
）

を
議
長
に
選
出
し
、

議

事
に
入
っ

た
。

令
和
７
年
度
の
事
業
報
告
及

び
収
支
決
算
、

８
年
度
の
事
業
計
画
案
及
び

収
支
予
算
案
、

会
費
の
額
・
徴
収
方
法
及
び

時
期
を
審
議
し
、

い
ず
れ
も
承
認
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
、

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
が

あ
り
、

新
し
い
部
長
に
垣
迫
誠
氏
（

日
出
支

部
）
、

副
部
長
に
吉
田
和
隼
氏
（

佐
賀
関
支

部
）

を
選
出
す
る
な
ど
、

新
た
な
体
制
が
ス

タ
ー

ト
し
た
。

　
総
会
終
了
後
の
リ
ー

ダ
ー

研
修
会
で
は
、

海
洋
建
設
㈱
の
大
原
啓
史
主
任
が
「

Ｊ
Ｆ

シ
ェ

ル
ナ
ー

ス
に
つ
い
て
」

講
演
し
た
。

漁

礁
の
設
置
状
況
を
映
像
で
示
し
、

魚
が
集
ま

る
な
ど
そ
の
効
果
に
つ
い
て
も
説
明
が
あ
っ

た
。

参
加
者
か
ら
も
費
用
な
ど
に
つ
い
て
の

質
問
が
出
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
、

場

所
を
移
し
て
懇

談
し
た
。

　
令
和
8
年
度

　
　
青
年
部
通
常
総
会
・

　
　
　
　
リ
ー

ダ
ー

研
修
会

海
の
事
故
ゼ
ロ
啓
発
活
動

 
海
上
保
安
部
は
、

７
月
１
６
日
、

海
難
事
故
の

注
意
喚
起
の
た
め
、

J
R
大
分
駅
前
で
啓
発
活
動

を
行
っ

た
。

　
こ
れ
は
「

海
の
事
故
ゼ
ロ
キ
ャ

ン
ペ
ー

ン
」

（

7
/
1
6
～

3
1
）

に
合
わ
せ
た
取
り
組
み

で
、

保
安
部
職
員
に
加
え
、

漁
協
や
海
難
防
止
強

調
運
動
推
進
連
絡
会
の
関
係
者
な
ど
計
2
5
名
が

参
加
し
、

通
勤
す
る
人
に
チ
ラ
シ
や
テ
ィ
ッ

シ
ュ

を
配
布
し
た
。

漁
協
か
ら
は
長
野
総
務
部
長
な
ど

６
名
が
参
加
し
た
。

 
県
内
の
昨
年
度
の
海
難
事
故
の
発
生
件
数
は

3
3
件
で
、

そ
の
う
ち
プ
レ
ジ
ャ
ー

ボ
ー

ト
に
よ

る
も
の
が
1
7
件
（

5
2
％
）

で
あ
っ

た
。

　
な
お
、

こ
の
あ
と
臼
杵
市
内
に
お
い
て
海
洋
科

学
高
校
の
生
徒
も
参
加
し
て
同
様
の
啓
発
活
動
を

実
施
し
た
。

8月よりチョコーの新制度がスタート！
推進活動が本格始動！

  本年度75周年を迎えるＪＦ共済は、8月1日から
の普通厚生共済チョコーの制度改正を見据え、各
店舗において着々と準備を進めている。
  今回の改正では特に医療保障面において、①入
院前一時金および長期入院給付金の新設、②がん
診断共済金の復活、③骨折給付金の新設などの大
規模リニューアルが実装される。また、一時払終
身共済が新設され、①こども、②介護、③終身と
一時払制度の選択肢が3つとなり、組合員の資産形
成ニーズにも大いに応えられる。
  7月2日より5海区において開催された支店長・担
当者会議では、制度改正やキャンペーンなどが説
明され、最先端の保障をいち早く組合員に届ける
ため、また本年度の目標達成にむけて活発な協議
が行われた。

 　昨年11月の大規模火災で重りや針などの漁具を製造する業者が被災し、
それを使用していた組合員が入手できない状況になったため、支店におい
て漁具製造することを決め、県や市の補助を受け旧漁具倉庫の一部を改修・
整備していた。
　総事業費は2,566万円、R7補正予算（沿岸漁業振興特別対策事業　県：
市：漁協＝各1/3）を活用した。これにより老朽化した屋根等の改修や新たに
トイレ、製造器具などを整備した。
　７月２１日に、現地で清祓式が開催され、県から水産振興課高田淳史課
長、　　中部振興局農山漁村振興部前原美恵子部長、大分市から農林水産
部林業水産課塚崎徹参事などが出席し、施設の安全操業を祈願した。
　その後の挨拶で須川直樹佐賀関地区漁業運営委員長が「改修にあたり関
係した皆様に厚く御礼申し上げる。この施設を活用し組合員の漁に寄与する
よう努力していく」と述べた。

　
日
本
漁
船
保
険
組
合
大
分
県
支
所
（

森
崎
真
吾
運

営
委
員
長
）

は
、

７
月
1
0
日
大
分
市
内
の
ホ
テ
ル

に
お
い
て
令
和
８
年
度
の
研
修
会
を
開
催
し
た
。

　
漁
協
か
ら
は
本
店
、

支
店
の
職
員
２
７
名
が
参
加

し
た
。

　
研
修
に
先
立
ち
、

保
険
の
加
入
促
進
等
に
功
績
の

あ
っ

た
方
々
へ
の
表
彰
が
あ
っ

た
。

そ
の
後
の
研
修

で
は
、

引
受
、

審
査
、

P
B
保
険
に
つ
い
て
説

明
が
あ
り
、

質
疑
等
が

行
わ
れ
た
。

漁
船
保
険
事
務
研
修
会

　
梅
雨
が
明
け
、

連
日
う

だ
る
よ
う
な
暑
さ
が
続
い

て
い
る
。

各
地
で
気
温
が

４
０
℃
を
上
回
る
「

酷
暑

日
」

を
記
録
。

そ
ん
な
中

７
月
２
８
日
に
は
熊
本
県

を
中
心
に
大
き
な
地
震
が

あ
っ

た
。

被
災
さ
れ
た

方
々
に
お
見
舞
い
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
暑
さ
で

体
調
を
崩
さ
な
い
よ
う
、

ま
た
早
期
の
復
旧
を
願
っ

て
い
ま
す
。

　
夏
の
甲
子
園
に
出
場
す

る
各
県
の
代
表
校
が
出
そ

ろ
っ

た
。

我
が
母
校
は
県

予
選
ベ
ス
ト
８
で
敗
退
、

惜
し
か
っ

た
。

来
年
に
期

待
し
ま
す
。
（

大
）
。

編
集
後
記

南郡海区支店長・担当者会議

(7/7 佐伯支店）
75周年ロゴ

3か年ロゴ（2026～2028）

制度改正の周知を行う幟

（蒲江支店）

廣戸　聡 別府・大分
甲斐昌彦 蒲江
後藤真二 津久見
冨高康和 上入津

追崎優作 姫島
中西昭洋 上浦

保戸島支店

功績者表彰

大分県支所運営委員長表彰

日本漁船保険組合会長表彰

功労者表彰

漁船保険等加入促進
協力者表彰

漁船船主責任保険
加入促進協力者表彰

令和8年度　被表彰者

役　職 氏　　名 所属支部

部　　長 垣 迫 誠 日　　出

副 部 長 吉 田 和 隼 佐 賀 関

委員（代） 増 田 朋 宏 中　津

委　　員 石 原 克 人 香々地

委　　員 内 田 佳 佑 別　府

委　　員 野 田 新 津久見

委　　員 戸 高 達 文 名護屋

監　　事 原 田 将 平 くにさき

監　　事 清 家 賢 史 鶴　見　

大分県漁協青年部の新役員


